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Ｌはじめに
ピクライトはどのように形成されるのか？ピクライトは、かんらん石を１５体
積％以上含む玄武岩である。本研究では、ピクライトの形成、すなわちピクラ
イト中のかんらん石の形成を検討する。ここでは、その結晶のサイズによらず、
非変形の火山岩中で、キンクバンド、包有物列を含む結晶を捕獲結晶とする。
なぜならこれらの形態は、結晶の変形、破断を示し、マグマから品出した結晶
ではあり得ないからである。ピクライト中のかんらん石には、一般的に玄武岩
質マグマから晶出し濃集したかんらん石とマントルかんらん岩起源のかんらん
石捕獲結晶が見られる（例えば､WilkinsonandHensel,1988;Rhodes,1995;Eggins，
1993,Francis,1985;AlbaredeandTamagnan,1988)。しかし、かんらん石の外形は、
マグマとの反応で変化する、すなわちマントルかんらん岩起源の他形の捕獲結
晶も融食、あるいはオーバーグロースにより自形を呈しうること（Boudier，
1991）、マグマと壁岩の斜方輝石との反応でも自形のかんらん石が形成されう
ること（NmomiyaandArai，1993）から、ピクライト中のかんらん石の起源は単
純ではない。
本研究では、その位置的特徴から、背弧海盆旧本海）の拡大、沈み込む太
平洋プレート、その底部にかんらん石が沈積していると思われるマグマ溜まり、
幾度となく繰り返されたマグマ活動などの影響をその起源に受けていると考え
られる渡島大島ピクライトについて、それに含まれるかんらん石の起源を検討
する。また、ピクライト中でかんらん石は、普通にスピネルを包有しており、
スピネルの化学組成は､かんらん石のＦｅ－Ｍｇのようにマグマとの再平衡の際に、
容易に変化せず、そのチタン含有量や、Fe37(Cr+Al+Fe3+)原子数比は、そのスピ
ネルを品出したマグマや、溶け残りかんらん岩の情報を有している（Arai,1992,
1994）ことからかんらん石だけでなく、そのスピネル包有物にも注目する。
Ｚ．岩石記載
渡島大島ピクライトの組織は、斑状からシリイットで、斑晶は、かんらん石
（２０体積％）、クロムデイオプサイトミ（１７体積％）、斜長石（An80程度、２８
体積％）からなる。かんらん石には、斑晶と捕獲結晶が見られ、以下のような
多様な形態を示す。二つ以上の形態を示すかんらん石も普通に見られる。
1．融食；ピクライト中でかんらん石は、様々な程度に融食を受けている。
２．キンクバントミ（変形ラメラ）；自形で変形しているかんらん石、激しく変形
したかんらん石も見られ、しばしば、他形かんらん石が、変形ラメラに沿って
融食を受け、部分的に細粒な自形を呈するものも見られる。
3．スピネル包有物；かんらん石中で、褐色のスピネル包有物が散在しているも
の、緑スピネル、スピネルラメラ、かんらん石の外形に沿って環状に並んだス
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ピネル。自形細粒スピネル集合体がかんらん石に包有されているのも見られる。
希に、中央部に緑スピネル縁辺部に褐色スピネルを包有するかんらん石もjI』
られる。
4．ちり状包有物；直径数ミクロンの包有物で、かんらん石のｃ軸に平行な長方
形のスピネル、ガラス、空洞からなる。ちり状包有物は、しばしばかんらん打
の中央部に濃集する。濃集部の形態は、かんらん石の自形に類似するものから
全くの不定形まであり、濃集の程度も不均質である。
5．包有物列；かんらん石は､しばしば包有物列に切られる。列の向きは、キン
クバンドを垂直に切るように平行に並んだものや、ランダムである。
6．スピネルー単斜輝石一ガラスからなる包有物；スピネルは、緑スピネルで｢'１
央に褐色のスピネルを含む。単斜輝石はアルミに富むファッサイトで他形を果
す。ガラスは、しばしば直接かんらん石に接する。
7．ダナイト的集合体；各々のかんらん石は､それぞれ中央部にちり状包有物が
濃集しており、変形はしていない。
これらかんらん石の形態的特徴の多くは、かんらん石が捕獲結晶であること
を示唆する。また、渡島大島ピクライト中のかんらん石の多様性は、他の地域
のピクライト（例えば、アンバエ、キプロス、マウナロア、ウガンダ、神居古
潭、瀬戸川）には見られないものである。他の地域のピクライト中でもかんら
ん石斑晶と捕獲結晶が見られるが、渡島大島ピクライトで見られるような複雑
な形態は示さない。
3．鉱物化学組成
渡島大島ピクライト中のかんらん石のＦｏ値とそのスピネル包有物のＣｒ#の化
学組成は、広い領域を占める。かんらん石は、Ｍｇに富み、そのＦｏ値は、Fo937
に達する。かんらん石の組成は、斑晶、捕獲結晶で変わらない。スピネルのＣｒ＃
の範囲は、０８７から0.03で、スピネルの組成も斑晶、捕獲結晶で変わらない。
かんらん石一スピネルペアは、高Ｃ群グループ(＞０６）と低Ｃｒ#グループ(＜０４）
におおむね分けられる。低Ｃ群グループの存在は、渡島大島ピクライトの大きな
特徴で、他の地域のピクライトには、見られないものである。
４議論
渡島大島ピクライト中のかんらん石一スピネルペアの形態、化学組成の多様
性は、マントルかんらん岩とマグマとの相互作用によりもたらされた。この作
用は、ニュージーランドオケテ採石場のベイサナイトとそれに含まれるかん
らん岩捕獲岩との間で観察される。このアルカリ玄武岩とかんらん岩捕獲岩と
の相互作用は、上部マントル中でマグマと壁岩のかんらん岩との相互作用の低
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圧での類似物である。斜方輝石がマグマと接する部分では、斜方輝石は、自形
細粒のかんらん石とそれをポイキリテイックに包有する単斜輝石、ガラス、少
量のスピネルに分解しているのが観察される。かんらん岩中で他形で変形した
かんらん石は、しばしばマグマの鉱物粒界への進入により分離する。また斜方
輝石の分解によりこの作用が促進される。斜方輝石の分解により形成されたか
んらん石一スピネルペアは、そのスピネルのＣｒ#が高いことで特徴づけられる
（Cr#07-06）。これは、マグマに比べ斜方輝石が高いＣｒ/A1比を有することか
ら、斜方輝石の分解液とベイサナイトマグマとの混合メルトからは、高いＣｒ＃
を有するスピネルが晶出する。ベイサナイト中のかんらん石斑晶とそのスピネ
ル包有物は、スピネルのＣｒ#の高いグループと低いグループに分かれる。高Ｃｒ＃
グループのＣｒ丼は、０．６程度で斜方輝石とマグマとの反応により形成されたかん
らん石一スピネルペアと類似する。一方低ｃ群グループの組成は、ベイサナイト
中でかんらん石捕獲結晶の縁辺部にオーバーグロースした部分の組成に近い。
かんらん石捕獲結晶は、その縁辺部にのみスピネルを包有する事から、その縁
辺部のかんらん石一スピネルペアは、ベイサナイトマグマから品出した、すな
わちベイサナイトマグマと平衡にあると言える。このかんらん石一スピネルペ
アと類似する組成を示すかんらん石斑晶は、マグマから晶出した‘真の，斑晶
である。以上一連のマントルかんらん岩とマグマとの相互作用により、少なく
とも３種類のかんらん石一スピネルペアがマグマ中にもたらされる。一つは、
かんらん岩から機械的に分離した他形、粗粒で変形組織を有するかんらん石捕
獲結晶。二つ目は、マグマと斜方輝石との反応により形成された自形細粒のか
んらん石。三つ目として、マグマから晶出した‘真の,かんらん石斑晶である。
この作用か完了してしまうとピクライト質粥状かんらん石一メルト混合物が形
成され、かんらん石一スピネルペアは、多様な形態、化学組成を示しうる。
渡島大島ピクライト中のかんらん石一スピネルペアの多くは、背弧側火山の
アルカリ玄武岩質の初生マグマと渡島大島安山岩中に捕獲岩としてみられるハ
ルツバージャイトとの相互作用により形成された。この作用は、渡島大島ピク
ライトの特徴であるＣ群が異なるスピネルが一つのマグマ中に共存することを
説明できる。
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学位論文審査結果の要旨
２月３曰に最終発表を行い,その後第２回審査委員会を開催した。１月２７日の第１回審査委員会の結果
と合わせ，以下の結論を得た。
本研究は，古くて新しいテーマであるピクライトの起源を追求したものである。ピクライトはかんら
ん石結晶（あるいは成分）に富む噴出岩であり，マグマの深部過程の情報を記憶していることが期待
される。申請者はその代表的な露出地である北海道渡島半島沖の渡島大島火山のものを詳細に記載，
研究した。その結果，以下のような事実が判明した。(1)かんらん石結晶の組織，形状に大きな多様性
がある，(2)かんらん石およびクロムスピネルの化学組成には大きな多様性がある，そして(3)これらの
多様`性は，かんらん岩とアルカリ玄武岩質メルトの反応により形成可能である。さらに，この(3)の可
能性を，マントル／メルト反応の低圧の相似物であるかんらん岩捕獲岩とアルカリ玄武岩の間の反応
を詳細に検討し，実証した。また，ハワイ，キプロス，バヌアツなど他の地域のピクライトを詳細に
検討し，渡島大島のものと比較することにより，「ピクライト・マグマ」生成条件の一般化を試みた。
本論文では，渡島大島のピクライトの成因について従来の常識を覆した解釈を得たのみならず，「ピク
ライト・マグマ」の生成における上部マントルかんらん岩とメルトの反応の重要'性を指摘している点
が特筆される。したがって，本論文は博士（理学）を授与するのに十分な内容を有していると判断で
きる。
－２２０－
